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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期
第１四半期
累計期間

第22期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 （千円） 1,264,483 4,887,478

経常利益 （千円） 96,497 343,131

四半期（当期）純利益 （千円） 191,963 239,494

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 377,525 377,525

発行済株式総数 （株） 3,975,300 3,975,300

純資産額 （千円） 2,043,135 1,898,874

総資産額 （千円） 3,932,432 3,778,895

１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） 48.29 60.25

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － －

１株当たり配当額 （円） － 12.00

自己資本比率 （％） 52.0 50.2

（注）１．当社は平成29年６月７日付で連結子会社であった株式会社コスメックスの全保有株式を譲渡したことにより

連結子会社がなくなりました。よって当第１四半期累計期間において四半期連結財務諸表を作成しておりま

せんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

２．第22期第１四半期累計期間については、四半期連結財務諸表を作成し、四半期財務諸表を作成していないた

め、記載しておりません。

なお、第22期第１四半期連結累計期間における主要な経営指標等は次のとおりであります。

 

EDINET提出書類

株式会社ヒップ(E05657)

四半期報告書

 2/15



 

回次

第22期

第１四半期

連結累計期間

会計期間
自　平成28年４月１日

至　平成28年６月30日

売上高 （千円） 1,234,867

経常利益 （千円） 40,828

親会社株主に帰属する

四半期純利益
（千円） 27,054

四半期包括利益 （千円） 30,507

純資産額 （千円） 1,684,944

総資産額 （千円） 3,537,269

１株当たり

四半期純利益金額
（円） 6.81

潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額
（円） －

自己資本比率 （％） 47.6

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

４．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

５．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

主要な関係会社における異動は、以下のとおりであります。

当社は、平成29年６月７日をもって、株式会社コスメックスの発行済株式の全てをメディカル・データ・ビジョン

株式会社に譲渡いたしました。

これにより連結子会社がなくなり、平成30年３月期第１四半期より非連結決算に移行いたしました。なお、当第１

四半期会計期間より報告セグメントを変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　１　四半期財務諸表　注記

事項（セグメント情報等）　セグメント情報」の「報告セグメントの変更等に関する事項」に記載のとおりでありま

す。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

（子会社株式の譲渡）

平成29年６月７日に当社の連結子会社である株式会社コスメックスの全株式を譲渡いたしました。

 

１．株式譲渡の理由

当社は、技術者の永続的な成長と技術を通じた社会貢献を目指し、体制の整備や技術者採用及び営業の強化

を進め成長を続けてまいりましたが、より強固な組織体制の構築を加速させるため、今後一段と本業へ経営資

源を集中させ、技術者が生涯に渡って活躍できる環境の創造とプロの技術サービスの提供を、更に高いレベル

へと押し上げることが、今後の企業価値向上を図る上で重要と判断するとともに、今後の株式会社コスメック

スの更なる成長と事業価値向上につながると判断し、当社は保有する株式会社コスメックスの全株式を譲渡す

ることといたしました。

 

２．譲渡する相手会社の名称

メディカル・データ・ビジョン株式会社

 

３．譲渡の時期

平成29年６月７日

 

４．当該子会社の名称、事業内容及び当社との取引関係

（1）名称　　　　　　　株式会社コスメックス

（2）事業内容　　　　　ＳＭＯ事業（治験施設支援機関）

（3）当社との取引内容　該当事項はありません

 

５．譲渡株式数、譲渡価額および譲渡前後の所有株式の状況

（1）譲渡前の所有株式数　390株（所有割合　100％）

（2）譲渡株式数　　　　　390株

（3）譲渡後の所有株式数　　0株（所有割合　　0％）

（4）譲渡価額　　　　　　400,000千円

（5）譲渡損益　　　　　　183,988千円
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1)業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、海外経済の先行きや政治動向等に懸念があるものの、政府の経済

政策による設備投資や雇用・所得環境の改善などを背景に、景気は緩やかな回復基調で推移しました。

このような状況のなか、自動車関連分野を中心に顧客企業は依然として開発投資が堅調に推移しており、当社へ

の技術者要請も活発な状況で推移しました。これらの旺盛な需要に対し、新卒を含めた技術者の早期稼働に向けた迅

速な営業展開及び採用の強化、適正レート確保に向けた継続的な取組みに努めた結果、稼働人員が増加するとともに

技術料金は上昇し、稼働率も前年同期を上回る高い稼働率で推移しました。

これらの結果、当第１四半期累計期間の売上高は1,264,483千円、売上原価は1,002,911千円、販売費及び一般管

理費は164,584千円、営業利益は96,988千円、経常利益は96,497千円、四半期純利益は特別利益に子会社株式売却益

183,988千円の計上もあり191,963千円となりました。

なお、当社は本年６月に実施した子会社の全株式の譲渡に伴い、平成30年３月期第１四半期累計期間より非連結

決算に移行したことから、前年同四半期累計期間との比較分析は行っておりません。また、当社の事業セグメントは

単一セグメントでありますので、セグメント別の記載は省略しております。

 

(2)財政状態の分析

当第１四半期会計期間末の資産合計は、子会社株式の譲渡に伴い子会社株式が207,372千円減少したものの、現金

及び預金が345,033千円増加したことにより、前事業年度と比べて153,536千円増加し、3,932,432千円となりまし

た。

当第１四半期会計期間末の負債合計は、賞与引当金、短期借入金が減少したものの、未払費用、未払法人税等、

流動負債のその他(預り金、未払消費税等)の増加などにより、前事業年度と比べて9,275千円増加し、1,889,297千円

となりました。

当第１四半期会計期間末の純資産合計は、四半期純利益の計上191,963千円、剰余金の配当による減少47,702千円

により、前事業年度と比べて144,260千円増加し、2,043,135千円となりました。

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 13,500,000

計 13,500,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成29年８月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,975,300 3,975,300

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 3,975,300 3,975,300 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成29年４月１日～

平成29年６月30日
－ 3,975,300 － 377,525 － 337,525

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成29年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,975,000 39,750 －

単元未満株式（注） 普通株式      300 － －

発行済株式総数 3,975,300 － －

総株主の議決権 － 39,750 －

（注）「単元未満株式」の欄には自己株式59株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号）に基づいて作成しております。

当社は、平成29年６月７日に連結子会社でありました株式会社コスメックスの全保有株式を譲渡いたしました。

これにより当第１四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）から四半期財務諸表を作成し

ているため、四半期損益計算書に係る比較情報は記載しておりません。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、前事業年度に連結子会社でありました株式会社コスメックスの全保有株式を当第１四半期に譲渡したこ

とにより連結子会社がなくなりましたので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,345,932 1,690,966

売掛金 679,854 688,749

繰延税金資産 92,139 92,139

その他 32,957 40,533

流動資産合計 2,150,884 2,512,389

固定資産   

有形固定資産   

建物 488,317 488,317

減価償却累計額 △175,648 △178,868

建物（純額） 312,668 309,449

構築物 6,677 6,677

減価償却累計額 △5,472 △5,508

構築物（純額） 1,204 1,169

車両運搬具 6,680 6,680

減価償却累計額 △4,120 △4,333

車両運搬具（純額） 2,559 2,346

工具、器具及び備品 31,701 31,701

減価償却累計額 △29,933 △30,151

工具、器具及び備品（純額） 1,768 1,550

土地 968,059 968,059

有形固定資産合計 1,286,261 1,282,574

無形固定資産   

ソフトウエア 1,086 942

その他 1,646 1,638

無形固定資産合計 2,733 2,581

投資その他の資産   

投資有価証券 7,000 7,000

関係会社株式 207,372 －

繰延税金資産 96,538 96,538

その他 29,906 33,149

貸倒引当金 △1,800 △1,800

投資その他の資産合計 339,017 134,887

固定資産合計 1,628,011 1,420,043

資産合計 3,778,895 3,932,432
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部   

流動負債   

短期借入金 680,000 650,000

未払費用 336,676 375,285

未払法人税等 70,211 93,204

賞与引当金 252,569 128,496

その他 103,276 193,653

流動負債合計 1,442,733 1,440,639

固定負債   

退職給付引当金 317,743 326,965

役員退職慰労引当金 119,544 121,691

固定負債合計 437,287 448,657

負債合計 1,880,021 1,889,297

純資産の部   

株主資本   

資本金 377,525 377,525

資本剰余金 337,525 337,525

利益剰余金 1,183,847 1,328,108

自己株式 △23 △23

株主資本合計 1,898,874 2,043,135

純資産合計 1,898,874 2,043,135

負債純資産合計 3,778,895 3,932,432
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第１四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

売上高 1,264,483

売上原価 1,002,911

売上総利益 261,572

販売費及び一般管理費  

役員報酬 15,849

給料及び賞与 68,579

賞与引当金繰入額 7,326

退職給付費用 1,146

役員退職慰労引当金繰入額 2,147

法定福利費 11,202

採用費 10,678

旅費及び交通費 4,446

支払手数料 14,456

地代家賃 8,595

減価償却費 1,039

その他 19,115

販売費及び一般管理費合計 164,584

営業利益 96,988

営業外収益  

受取配当金 50

受取手数料 265

未払配当金除斥益 290

その他 4

営業外収益合計 611

営業外費用  

支払利息 1,102

営業外費用合計 1,102

経常利益 96,497

特別利益  

子会社株式売却益 183,988

特別利益合計 183,988

税引前四半期純利益 280,485

法人税等 88,521

四半期純利益 191,963
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
当第１四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

減価償却費 3,838千円

 

（株主資本等関係）

当第１四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 47,702 12 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

当社は、「アウトソーシング事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（報告セグメントの変更等に関する事項）

当社は、従来「アウトソーシング事業」、「ＳＭＯ事業」の２事業を報告セグメントとしておりましたが、当

第１四半期会計期間に「ＳＭＯ事業」を営んでおりました連結子会社の株式会社コスメックスの全保有株式を

譲渡したことにより、「アウトソーシング事業」のみの単一の事業セグメントとなりました。よって、当社は

当第１四半期累計期間のセグメント情報の記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 48円29銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益金額（千円） 191,963

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 191,963

普通株式の期中平均株式数（株） 3,975,241

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年８月８日

株式会社ヒップ

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 奥　見　正　浩　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 奥　谷　　　績　　印

 

 
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヒップ
の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第23期事業年度の第１四半期会計期間（平成29年４月１日から平成29年
６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ
ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論
を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ
る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヒップの平成29年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する
第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

　以　上

 

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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